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光半導体電極を用いた酸化的有機変換反応の開発

化学品製造プロセスの省エネとCO2フリー化のため，太陽エネルギー
により，低電圧で有用化学品を製造できる光電気化学システムを構
築する．

• 光半導体電極を用いることにより、シクロヘキサンやフラ
ン，ベンジルアルコールといった，種々の有機化合物の
酸化反応を低電圧かつ高効率で行うことに成功した．

• 本反応では疑似太陽光照射により、酸化生成物の生成
速度を劇的に向上させることが可能である．

ソーラーシュミレーターによる光照射下，光半導体電極を用いることで
種々の有機化合物の光電解酸化を行った．本反応系では，光化学反
応と電気化学反応を組み合わせることで，電圧の印加により反応を制
御することを可能としている（図はBiVO4/WO3光電極を用いた例）．
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光照射効果の検討

ベンジルアルコールの光電解酸化

印加電圧低減効果の検討

難酸化性の有機化合物として知られるシクロヘ
キサンを，疑似太陽光照射下，WO3光アノードを
用いて光電気化学的に酸化することで，ナイロン
等の前駆体であるKAオイルの合成を行った．

WO3光アノードを用いることで，反応に必要な
印加電圧が2 V以上低減された．また，一般に
用いられる白金や炭素電極を用いた場合では，
KAオイルの生成は確認されなかった．

疑似光照射により，KAオイルの生成速度
は劇的に向上した．この時のKAオイルの
選択性は，99%程度と非常に高い値を示
した．

本研究の目的・実験操作

フランの光電解メトキシ化

シクロヘキサンの光電解酸化

Br+/Br－をメディエーターとして用いることで，メタノールの酸化など
の副反応を抑制し，フランの光電気化学的メトキシ化反応を良好な
電流効率で行うことに成功した．

BiVO4/WO3光アノードを用いた光電気化学的酸化反応により，種々のベン
ジルアルコール類の酸化反応を低電圧で行うことに成功した．
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BiVO4/WO3光電極

太陽光とわずかな電圧から
様々な有用化学品を製造
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